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月日から月日までの全国主要都市量販店の特売は、春が旬のホタル
イカが登場。東京で富山県産ボイル㌘が円、京都で兵庫県産ボイル新
物パックが円だった。
　そのほかでは生鮮の大物が各地で店頭に並んだ。仙台では北部太平洋沖
漁獲原料生メカジキ切身㌘が円、名古屋では鹿児島県産ほか生ガツ
オ短冊パックが円、神戸では宮崎県産生キハダマグロ刺身用㌘が
円だった。

旬
の
ホ
タ
ル
イ
カ

全国主要都市量販店特売価格は次の
通り。

ダイイチ白石神社前店・札幌市白石区
（月、日）
　▼中国産イカ小切れ、北海道産ホタテ
稚貝、同産冷凍ホッケフィレー、以上
㌘円均一▼宮城県産甘塩サバフィレー
大サイズ枚、アルゼンチン産エビ有頭解
凍尾各円▼青森県産生ヤリイカ
㌘円▼カナダ産ボイルホッキ刺身用
㌘円▼北海道産クロガレイ㌘
円▼同産定塩秋サケ切れ円▼同羅臼
産マホッケ開干大サイズ枚円▼愛知
県産釜揚げシラス㌘円（、日）
　▼北海道産ホタテむき身㌘円▼
静岡県産ビンナガマグロ刺身用解凍
㌘円▼チリ産養殖トラウトサーモン刺
身用解凍㌘円（日）
　▼台湾産中メバチマグロ刺身用解凍
㌘円▼北海道産タコスライス生食用
㌘円▼米国・カナダ産マス筋子醤
油漬㌘円（日）

ヨークベニマル荒巻店・仙台市青葉区
（月日～日）
　▼北部太平洋沖漁獲原料生メカジキ切
身㌘円▼宮城県産カツオタタキス
ライス㌘円、同のっけ盛り切れ
パック円▼同産ホヤ個円▼ロシ
ア産原料宮城県加工塩ベニザケ切れ
円（日～日）
　▼辛子明太子・タラコ各切れ子㌘
円▼中国産ウナギ蒲焼小サイズ串、養
殖ギンザケ塩こうじ漬・西京漬大サイズ
各切れ、以上円均一（日）
　▼北海道産ミズタコ刺身用、養殖マダ
イ切身、シラス干、以上㌘円均一▼
宮城県産カツオトロ刺身用解凍、冷凍ギ
ンダラ切身、蒸しホタテ生食用、以上
㌘円均一（日）
　▼中トロ入りメバチマグロ刺身用切り
落とし㌘円▼養殖冷凍エビむき
身㌘、養殖冷凍バナメイエビ中サイズ
尾、養殖冷凍塩ギンザケ切身切れ、フ
ライ用材料（エビ、アジなど）各種パッ

ク、以上円均一（日）
　▼チリ産養殖サーモントラウト刺身用
解凍㌘円▼塩サバ枚、塩タラ切身
切れ、中国産原料熊本県畜養アサリ大サ
イズ㌘、味付けモズク三杯酢・黒酢各
パック、以上円均一（日）

Ｓａｎｔｏｋｕ（三徳）新宿本店・東京
都新宿区（月日～日）
　▼中国産ウナギ蒲焼尾円、同ひと
口カットパック円▼チリ産養殖サー
モン骨取り切身㌘円▼同産養殖塩
ギンザケ切身切れ円▼富山県産ボイ
ルホタルイカ㌘円▼沖縄県久米島
産モズクパック円（日～日）
　▼辛子明太子本円（日）
　▼マグロ中トロ入り刺身点盛り合わ
せパック円▼スモークサーモン切
り落とし㌘パック円（日）
　▼静岡県産カツオタタキ刺身用さく
㌘円（日）
　▼マグロ切り落とし㌘円（日）

遠鉄ストア各店・静岡市ほか（月日
～日）
　▼北海道産ホタテ入り海鮮丼材料セッ
トパック、同産ホタテ貝柱入り刺身盛り
合わせ切れ各円▼北海道産トキサ
ケ解凍切身切れ、同産蒸しタコ生食用
㌘各円▼同産ホタテ貝柱生食用解凍
㌘円▼大分県産ほか養殖ブリ切身
㌘円▼台湾産ほかキハダマグロ刺
身用解凍㌘円▼マグロタタキ
㌘円▼エクアドル産ほか養殖バナメ
イエビ解凍㌘円（、日）
　▼チリ産ほか養殖サーモントラウト刺
身用解凍㌘円（日）
　▼静岡県産釜揚げシラス㌘円▼
岩手県産スルメイカ輪切り解凍㌘
円（、日）

パレマルシェ神宮前店・名古屋市熱田
区（月日～日）
　▼ノルウェー産養殖アトランティック
サーモン刺身用㌘円▼和歌山県産
養殖マダイ短冊節円▼インドネシア
産ほか養殖ブラックタイガーエビ解凍特
大サイズ尾円▼宮城県産ほか活アワ
ビ個円（～日）
　▼千葉県産ほかキンメダイ尾円
（日）
　▼鹿児島県産ほか生ガツオ短冊パッ
ク円（日）
　▼長崎県産ほか養殖ブリ切身㌘
円（日）
　▼米国・ロシア産原料辛子明太子㌘
円（日）
　▼国産蒸しタコ㌘円（日）

ベストショップ西九条店・大阪市此花
区（月日～日）
　▼千葉県産塩サバ大サイズ尾円▼
国産シラス㌘円▼刺身点盛り合
わせパック円▼国産チリメン㌘
円▼辛子明太子・タラコ生食用各㌘
円▼インド洋産養殖ブラックタイガ
ーエビ解凍中サイズ尾円、特大サイ
ズ尾円▼ロシア産塩ベニザケ解凍
切れ円（日）
　▼アイスランド産子持ちシシャモ干物
特大サイズ尾円▼北西太平洋漁獲原
料クジラベーコンパック円▼大西洋
産サラシくじらパック円（日）
　▼イカそうめんパック円▼インド
洋産養殖ブラックタイガーエビ解凍大サ
イズ尾円▼愛媛県産養殖ヒラメ刺
身パック円▼アラスカ産一塩シマホ
ッケ開干大サイズ枚円▼チリ産養殖
生ギンザケ解凍切れ円（日）

トーホーストア阪神大石駅店・神戸市
灘区（月日～日）
　▼辛子明太子・タラコ各切れ子㌘
円▼宮崎県産タチウオ丸干切れ円
▼大分県産ウルメイワシ丸干尾円
（日～日）

　▼長崎県産養殖本マグロ中トロさく
㌘円、同中トロ刺身切れ円、同
赤身刺身切れ円▼同産養殖本マグロ
入り刺身点盛り合わせパック円▼
宮崎県産生キハダマグロ刺身用㌘
円、同刺身切れ円▼長崎県産天然マ
ダイ切身切れ円▼大分県産養殖ブリ
切身㌘円、同刺身切れ円▼鹿
児島県産ウナギ蒲焼中サイズ尾円
▼長崎県産焼きアナゴ㌘円（日
～日）
　▼チリ産養殖生ギンザケ解凍切身
㌘円▼インドネシア産キハダマグロ
刺身用解凍切り落とし㌘円▼セネ
ガル産ボイルマダコ生食用小サイズ
㌘円（日）

生鮮館なかむら各店・京都市内（月
日～日）
　▼岩手県産ほか皮むき味付け（チーズ
香草・バジル）タラ各㌘円▼エクア
ドル産養殖バナメイエビ特大サイズ尾
円、尾円▼米国産シマホッケ開
干枚、大分県産ブリ刺身パック各円
▼兵庫県産ボイルホタルイカ新物パッ
ク円（日）
　▼チリ産養殖ギンザケ骨取り切身
㌘円▼同産塩ギンザケ切身切れ
円▼福井県産ほか生ソウハチガレイ尾
円（日）
　▼鹿児島県産ほかウナギ蒲焼尾
円▼中国産アサリ㌘円▼アジ・ホ
ッケ開干各枚円（日）

フレスタ祇園店・広島市安佐南区（月
日～日）
　▼インド産天然ブラックタイガーエビ
特大サイズ解凍尾円▼刺身点盛り
合わせパック円▼中国産スルメイカ
串、ソマリア産モンゴウイカ串、トルコ産
ニシ貝、各本入りパック円、よりど
りパック円▼中国産ウナギ蒲焼特
大サイズ尾円▼同産アサリ㌘
円▼沖縄県産太モズク三杯酢㌘入り
連パック、同産糸モズク三杯酢㌘入り
連パック、各点円、よりどり点
円（日）
　▼カニカマ㌘円（日）

　▼チリ産養殖甘塩ギンザケ骨取り切身
解凍㌘円（日）
　▼チリ産養殖生ギンザケ骨取り切身解
凍㌘円（日）

マルナカ通町店・高松市通町（月日
～月日）
　▼ベトナム産ほか天然エビむき身特大
サイズ㌘、ペルー産ほか養殖バナメイ
エビ解凍㌘各円▼太平洋漁獲原料
炭焼きカツオタタキ刺身解凍㌘、焼き
明太子㌘各円▼チリ産養殖甘塩ギ
ンザケ切身切れ円▼北海道産マホッ
ケ開干切身切れ円（日）
　▼長崎県産ほかサワラ切身切れ円
▼香川県産上乾チリメン㌘円（
日）
　▼ノルウェー産塩サバ腹骨取り切身
切れ円（日）
　▼鹿児島県産ほか養殖ヒラマサ刺身
切れ円（日）
　▼チリ産養殖ギンザケ骨取り切身加熱
用解凍㌘円、同塩ギンザケ骨取り
切身切れ円（日）

ハローデイ松崎店・福岡市東区（月
日～月日）
　▼インド産ほか養殖バナメイエビ無頭
解凍大サイズ㌘円▼チリ産養殖定
塩ギンザケ骨取り切身各㌘円▼ノ
ルウェー産塩サバ昆布漬切身切れ円
▼無着色辛子明太子上切れ子㌘円
▼鹿児島県産ほかカツオのっけ盛りパ
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笹
カ
マ
ボ
コ
の
老
舗
と
し
て
人
気
を
集
め
る
宮

城
・
石
巻
市
の
白
謙
か
ま
ぼ
こ
店

駅
で
あ
れ
デ

パ

ト
で
あ
れ

店
に
は
行
列
が
絶
え
ず

ど
の

品
も
飛
ぶ
よ
う
な
売
れ
行
き
を
み
せ
る

そ
ん
な

名
店
の
経
営
に
長
期
化
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
禍

さ
ま
ざ
ま
で
顕
著
な
コ
ス
ト
高
は
ど
ん
な

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
か

４
代
目
・
白
出
哲

弥
社
長
︵
写
真
︶
に
今
期
の
業
績

来
期
の
事
業

計
画
な
ど
と
併
せ
て
聞
い
た


︵
小
野
寺
︶

◆
丸
千
千
代
田
水
産

︵
１
日
︶

▽
塩
干
一
部
担
当
執
行
役

員
兼
流
通
管
理
部
担
当
執
行

役
員

山
形
敏
夫
︵
塩
干
一

部
担
当
執
行
役
員
兼
開
発
部

担
当
執
行
役
員
兼
流
通
管
理

部
担
当
執
行
役
員
兼
食
品
安

全
室
長
︶
▽
営
業
副
本
部
長

兼
塩
干
一
部
担
当
執
行
役
員

兼
塩
干
二
部
担
当
執
行
役
員

兼
塩
干
一
部
長
兼
塩
干
二
部

長

毛
塚
英
輔
︵
営
業
副
本

部
長
兼
塩
干
一
部
長
兼
塩
干

二
部
長
︶
▽
開
発
部
担
当
執

行
役
員
兼
開
発
部
長

小
田

原
裕
二
︵
開
発
部
長
︶
▽
加

工
品
部
担
当
執
行
役
員
兼
加

工
品
部
長
兼
㈱
松
久
土
井
社

長

稲
葉
康
弘
︵
加
工
品
部

長
兼
㈱
松
久
土
井
社
長
︶
▽

経
理
部
長

中
込
慎
一
︵
経

理
部
副
部
長
︶
▽
流
通
管
理

部
長

天
童
修
︵
流
通
管
理

部
副
部
長
兼
物
流
課
長
︶
▽

情
報
シ
ス
テ
ム
部
長

大
竹

洋
史
︵
情
報
シ
ス
テ
ム
部
副

部
長
︶
▽
総
務
部
副
部
長
兼

食
品
安
全
室
長

上
原
太
圭

︵
総
務
部
副
部
長
︶
▽
経
理

部
副
部
長
兼
社
長
室
付

秋

山
俊
之
介
︵
社
長
室
付
︶
▽

加
工
品
部
加
工
品
一
課
長

川
﨑
隆
史
︵
加
工
品
部
加
工

品
二
課
長
︶
▽
開
発
部
開
発

課
長

三
上
浩
気
︵
開
発
部

開
発
課
課
長
代
理
︶
▽
塩
干

一
部
塩
魚
課
長

今
井
和
寛

︵
塩
干
一
部
塩
魚
課
課
長
代

理
︶
▽
事
業
推
進
室
課
長
兼

乾
物
課
課
長

伊
藤
隆
治

︵
事
業
推
進
室
課
長
代
理
︶

▽
塩
干
一
部
塩
魚
課
課
長
代

理

森
田
賢
一
︵
塩
干
一
部

塩
魚
課
係
長
︶
▽
加
工
品
部

二
課
課
長
代
理

横
山
拓

︵
加
工
品
部
加
工
品
二
課
係

長
︶
▽
塩
干
二
部
干
魚
二
課

課
長
代
理

山
内
浩
紀
︵
塩

干
二
部
干
魚
二
課
係
長
︶
▽

経
理
部
経
理
課
課
長
代
理

泉
沢
麻
美
︵
経
理
部
経
理
課

係
長
︶

◆
大
京
魚
類

︵
１
日
︶

▽
常
務
取
締
役
全
般
統
括

兼
営
業
企
画
部
長

上
田
和

成
︵
取
締
役
全
般
統
括
︶
▽

観
音
寺
海
産
㈱
へ
転
籍

河

崎
伸
一
郎
︵
取
締
役
営
業
企

画
部
長
︶
▽
鮮
魚
部
副
部
長

乾
美
樹
男
︵
鮮
魚
部
副
部

長
兼
第
５
課
長
︶
▽
鮮
魚
部

第
５
課
長

白
石
祐
之
︵
鮮

魚
部
第
５
課
課
長
役
︶
▽
営

業
企
画
部
副
部
長

木
下
有

二
︵
営
業
企
画
部
第
１
課
グ

ル

プ
リ

ダ

︶
▽
営
業

企
画
部
第
１
課
長

三
宅
祐

貴
︵
営
業
企
画
部
第
１
課
課

長
役
︶
▽
鮮
魚
部
第
１
課
課

長
役

巽
一
雅
︵
鮮
魚
部
第

１
課
︶

︻
松
浦
︼
全
国
養
殖
魚
輸

出
振
興
協
議
会
は
２
日

長

崎
・
松
浦
市
で
理
事
会
を
開

い
た

宮
本
啓
史
会
長
は

﹁
漁
村
の
活
性
化
の
た
め
に

も

日
本
の
養
殖
魚
に
こ
だ

わ

て
輸
出
し
て
い
き
た

い
﹂
と
意
気
込
ん
だ


事
務
局
長
の
小
林
良
廣
㈱

ニ
シ
ウ
オ
マ

ケ
テ

ン
グ

社
長
は

３
月

日
に
設
立

総
会
が
開
か
れ
た
日
本
養
殖

魚
輸
出
推
進
協
会
の
概
要
に

つ
い
て
説
明

元
農
林
水
産

大
臣
の
山
本
有
二
衆
院
議
員

を
会
長
に

全
養
魚
輸
出
振

興
協
の
宮
本
会
長
と

全
海

水
の
長
元
信
男
会
長
が
副
会

長
と
な

た
ほ
か

イ
ヨ
ス

イ
㈱
の
荻
原
達
也
社
長

尾

鷲
物
産
㈱
の
小
野
博
行
社

長

Ｊ
Ｆ
全
漁
連
の
三
浦
秀

樹
常
務

全
海
水
の
深
川
英

穂
副
会
長
が
理
事
と
な
り


品
目
団
体
と
し
て
活
動
し
て

い
く
と
紹
介
し
た


宮
本
会
長
は
﹁
新
団
体
と

う
ま
く
協
調
し
な
が
ら

海

岸
版
の
﹃
販
売
促
進
メ
ニ



﹄
の
提
案
な
ど
も
し
て
い

き
た
い
﹂
と
方
向
性
に
つ
い

て
言
及


出
席
し
た
理
事
か
ら
は


輸
出
促
進
の
実
質
的
な
活
動

は
新
団
体
へ
移
行
し
て
い
く

可
能
性
に
つ
い
て
も
指
摘
さ

れ

今
後

協
議
し
て
い
く

と
し
た


続
く
懇
親
会
で
は

松
浦

市
の
友
田
吉
泰
市
長
も
出

席

﹁
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
禍
で

輸
出
拡
大
は
非
常

に
重
要
﹂
と
強
調
し

昨
年

４
月
１
日
か
ら
供
用
を
開
始

し
た
西
日
本
魚
市
場
に
つ
い

て
も
欧
州
連
合
︵
Ｅ
Ｕ
︶
向

け
の
輸
出
も
で
き
る
よ
う
に

準
備
を
進
め
て
い
る
と
し


﹁
﹃
ア
ジ
フ
ラ
イ
の
聖
地
﹄

松
浦
か
ら

輸
出
拡
大
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
﹂
と
力
を

込
め
た


│
│
今
期
の
業
績
は


白
出
社
長

当
社
は
４
月

決
算
今
期
は
通
販
で
好
調


店
売
り
で
堅
調
が
続
き

残

り
２
か
月
を
切

た
段
階
ま

で
１
億
円
強
の
増
収
が
確
実

と
み
て
い
た

し
か
し
先
月

の
大
地
震
で
東
北
新
幹
線
が

一
部
区
間
で
不
通
と
な
る
ま

さ
か
の
事
態
に

首
都
圏
と

の
往
来
が
滞

た
あ
お
り
で

Ｊ
Ｒ
仙
台
駅
の
店
売
り
が
失

速
し

そ
の
分
の
下
方
修
正

を
余
儀
な
く
さ
れ
た

ど
れ

だ
け
響
く
か
は

不
透
明
だ
が


そ
れ
ま
で
の
上

積
み
が
相
応
に

あ
る
の
で

最

終
的
に
前
期
年

商

億
５
０
０

０
万
円
を
超
す

と
み
て
い
る


利
益
で
も
前
期
並
み
の
水

準
を
確
保
で
き
る
見
通
し


原
料
・
資
材
費

発
送
・
人

件
費
な
ど
が
さ
ら
に
上
昇
す

る
厳
し
い
局
面
だ

た
が


内
部
改
革
と
経
費
削
減
に
よ


て
膨
ら
ん
だ
コ
ス
ト
を
吸

収
し
た

原
動
力
は
社
員
の

が
ん
ば
り

業
務
効
率
化
に

徹
底
し
て
取
り
組
み

実
際

に
作
業
時
間
短
縮
と
い
う
結

果
を
残
し
て
く
れ
た


│
│
通
販
は
前
期
も
好
調

で
し
た


白
出
社
長

コ
ロ
ナ
禍
を

契
機
に
急
伸
し
た
事
業

前

期
の
伸
び
率
が
す
さ
ま
じ
か


た
の
で
鈍
化
必
至
と
み
て

い
た
が

今
期
も
ネ

ト
中

心
に
勢
い
を
維
持
し
て
い

る

買
い
物
は
パ
ソ
コ
ン
や

ス
マ

ト
フ

ン
で

そ
ん

な
ス
タ
イ
ル
が
ひ
と
時
の
ブ


ム
で
は
な
く

広
く
定
着

化
し
つ
つ
あ
る
の
だ
と
強
く

実
感
し
て
い
る

ネ

ト
注

文
に
は
自
分
用
の

マ
イ
ギ

フ
ト
が
多
い
の
も
特
徴
で


こ
れ
が
贈
答
シ

ズ
ン
以
外

の
い
わ
ゆ
る
通
常
月
売
り
上

げ
の
底
上
げ
に
つ
な
が

て

い
る


│
│
カ
マ
ボ
コ
業
界
で
も

相
次
ぐ
値
上
げ
へ
の
対
応

は
白

出
社
長

今
年
６
月
に

﹁
白
謙
揚
げ
﹂﹁
野
菜
揚
げ
﹂

の
２
品
を
各

円
値
上
げ
す

る

昨
年
実
施
し
た
メ
イ
ン

商
品
﹁
極
上
笹
か
ま
ぼ
こ
﹂

で
も
そ
う
だ

た
が

値
上

げ
す
る
と
し
ば
ら
く
は
動
き

が
鈍
り

代
わ
り
に
類
似
し

た
ミ
ニ
商
品
が
よ
く
売
れ

る

今
回
も
反
動
減
は
少
な

か
ら
ず
あ
る
だ
ろ
う
が

経

験
を
踏
ま
え
昨
年

月
に
そ

れ
ぞ
れ
の
ミ
ニ
サ
イ
ズ
を
新

商
品
と
し
て
投
入
済
み

結

果
的
に
そ
れ
が
割
高
感
を
抱

く
お
客
さ
ま
の
受
け
皿
と
な

り

全
体
の
販
売
量
は
維
持

さ
れ
る
と
み
て
い
る

や
む

を
得
な
い
と
は
い
え

値
上

げ
は
あ
る
意
味
で
お
客
さ
ま

へ
の
甘
え

実
施
す
る
か
ら

に
は
品
物
を
も

と
よ
く
す

る
の
が
製
造
元
の
責
務
だ
と

感
じ
て
い
る


跳
ね
上
が
る
コ
ス
ト
を
吸

収
す
る
に
は
一
層
の
内
部
改

革
も
欠
か
せ
な
い

い
ち
ば

ん
の
テ

マ
は
良
品
率
向

上

マ
ニ

ア
ル
や
機
械
も

必
要
だ
が

そ
れ
に
依
存
し

て
も
決
し
て
一
定
以
上
に
は

到
達
で
き
な
い

１
０
０
％

に
近
づ
け
る
に
は
優
れ
た
職

人
の
目
と
技
術
が
必
須

時

間
は
か
か
る

が

そ
の
教

育
に
は
と
り

わ
け
力
を
注

い
で
い
る


い
わ
ゆ
る

多
能
工
化
を

進
め
る
こ
と

も
大
き
な
テ


マ

職
人
と
い
え
ば
何
か

一
つ
を
極
め
る
と
い

た
印

象
だ
が

い
く
ら
す
ご
く
て

も
﹁
こ
れ
し
か
で
き
な
い
﹂

で
は
製
品
化
ま
で
に
相
当
な

人
数
が
必
要
に
な
る

い
く

ら
で
も
揃
え
ら
れ
れ
ば
い
い

が

地
方
は
人
手
不
足
が
深

刻
で

企
業
は
国
が
進
め
る

働
き
方
改
革
に
対
応
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い

そ
の
中
で

良
品
率
の
向
上
を
実
現
す
る

に
は
何
で
も
で
き
る
人
材
の

育
成

つ
ま
り
は
多
能
工
化

を
図
る
し
か
な
い


│
│
来
期
の
事
業
計
画

は
白

出
社
長

開
業
は
今
期

末
だ
が

ヨ

ク
ベ
ニ
マ
ル

佐
沼
店
へ
の
出
店
を
予
定
し

て
い
る

当
社
初
と
な
る
宮

城
・
北
部
地
域
へ
の
出
店
で

ど
の
程
度
売
れ
る
か
は
未
知

数
だ
が

既
存
店
と
の
競
合

が
な
い
の
で

プ
ラ
ス
効
果

は
相
当
に
あ
る
と
思
う

焦

ら
ず
じ

く
り
と
地
域
の
お

客
さ
ま
に
支
持
を
広
げ
ら
れ

る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い


通
販
で
は
好
調

店
売
り

で
は
堅
調
を
期
待
し
た
い
と

こ
ろ
だ
が

ど
ち
ら
も
何
も

な
け
れ
ば
の
話

ロ
シ
ア
と

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦
争
は
も
ち

ろ
ん

先
月
の
地
震
も
予
想

だ
に
し
な
い
事
態
だ

た


先
の
読
め
な
い
不
透
明
な
時

代
だ
が

だ
か
ら
こ
そ
製
造

・
販
売
元
と
し
て
で
き
る
こ

と
に
力
を
注
ぎ
た
い


い
ち
ば
ん
は
品
質
向
上


商
品
は
も
ち
ろ
ん

接
客
な

ど
も
現
状
維
持
で
は
な
く


も

と
よ
く
す
る
こ
と
が
必

須
に
な
る

お
客
さ
ま
は
日

々
進
化
し
続
け
て
お
り

前

と
同
じ
で
は
ご
満
足
い
た
だ

け
な
い

再
来
店
さ
れ
た
時

に
﹁
前
と
何
か
違
う
﹂
と
思


て
い
た
だ
く
こ
と

ち



と
し
た
こ
と
で
も
そ
の

﹁
何
か
﹂が
非
常
に
大
事
で


そ
の
た
め
に
よ
り
よ
い
商
品

や
接
客
を
追
求
し
続
け
た

い
い

わ
ゆ
る
環
境
対
応
へ
の

取
り
組
み
も
進
め
た
い

す

で
に
冷
凍
庫
２
台
の
脱
フ
ロ

ン
化

工
場
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
を
完
了
し
た
ほ
か

今
夏

に
は
一
部
包
材
の
脱
プ
ラ
も

予
定
し
て
い
る


「松浦へようこそ」とあいさつする
宮本会長（中央）


